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予防接種副反応・健康状況調査検討会

一 議 事 次 第 一

○ 日 時   平成 23年 9月 28日 (水) 14100～ 16:00

○ 場 所   国立感染症研究所共用第 1会議室 (東京都新宿区戸山 1‐ 23‐ 1)

Ⅱ 議 題

1 予防接種後健康状況調査集計報告書 (平成 21,22年度)案について

2 予防接種後副反応報告書 (平成 21,22年度)案について

Ⅲ 閉 会 :

○ 資 料

1 平成 21年度予防接種後副反応報告書集計報告書 (案 )

2 平成 22年度予防接種後副反応報告書集計報告書 (案 )

3 平成 21年度予防接種後健康状況調査報告書集計報告書 (前期)(案 )

4 平成 21年度予防接種後健康状況調査報告書集計報告書 (後期)(案 )

5 平成 22年度予防接種後健康状況調査報告書集計報告書 (前期)(案 )

6 平成 22年度予防接種後健康状況調査報告書集計報告書 (後期)(案 )

○ 参考資料

予防接種後副反応報告書集計結果 (平成 15年度～22年度)    1



予防接種後副反応・健康状況調査検討会開催要綱

1 名称

予防接種後副反応 口健康状況調査検討会

2 目的及び趣旨

予防接種後の副反応・健康状況調査事業を行うにあたり、事業の円滑かつ

有効な推進を図るために、予防接種、小児感染症 t疫学等の専門家からなる

検討会を設ける。

3 組織上の位置づけ

厚生労働省健康局長の私的諮問機関

4 検討事項
口予防接種後副反応報告書の評価

口予防接種後副反応報告基準の検討

・予防接種後健康状況調査報告基準の設定

口予防接種後健康状況調査報告様式 (記載事項)の設定

・予防接種後健康状況調査結果の分類・解析と評価

・予防接種後健康状況調査協力医療機関の設定及び情報還元
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報 告 書 NO.16

予防接種後副反応報告書

計報告書 (案 )

(平成 21年 4月 1日 ～平成 22年 3月 31日 )

予 防 接 種 後 副ヌ 応 ・

厚 生 労 働 省 健 康

健 康 状 況 調 査 検 討 会

局 結 核 感 染 症 課



予防接種後副反応報告制度について

予防接種後副反応報告は、医師が予防接種後の健康被害を診断した場合又は市町村

が予防接種を受けた者若 しくはその保護者等から健康被害の報告を受けた場合に、

「定期 (一類疾病)の予防接種実施要領」 (平成 17年 1月 27日健発第 01270

05号厚生労働省健康局長通知別紙)及び 「インフルエンザ予防接種実施要領」 (平

成 17年 6月 16日健発第 0616002号 厚生労働省健康局長通知別紙)に基づき

厚生労働省へ報告するものである。

当該報告制度は、予防接種後の被接種者の健康状況の変化についての情報を収集し

広く国民に提供すること及び今後の予防接種行政の推進に資すること等を目的とし

て、平成 6年の予防接種法改正に伴い実施されてきたものであり、本集計報告書は、

厚生労fJJ省に報告された予防接種後副反応報告書を、報告基準にある臨床症状ごとに

単純集計し、まとめたものである。

当該報告制度の留意点は以下のとおりである。

(1)本幸風告は、予防接種法に基づく定期接種として実施された予防接種を対象とし

ており、いわゆる任意の予防接種は報告・集計の対象とはなっていない。

(2)報告するかどうかの判断は報告者が行 うため、各都道府県の接種対象者人口な

どを考慮しても報告数に県ごとのばらつきが大きく、副反応数の発生率などにつ

いてはこのデータからは分析できない。

ワクチン別の副反応発生頻度については本報告ではなく、平成 8年度より実施

している予防接種後健康状況調査事業の報告書を参照していただきたい。

(3)杢報生は、予防畳種との因果関係の有無に関係なく予防接種後に健康状況の変

4ヒをきたした症例を集計したものであり、これらの症例の中には、予防接種によ

つて引き起こされた反応だけでなく、予防接種との関連性が考えられない偶発事

象等も含まれている。

集計に当たっては、予防接種との因果関係がないと思われる t、 の、 1、 しくは、

報告基準の範囲外の報告等についてもツト除せず、単純計算してまとめている。

(4)本報告は、予防接種健康被害救済制度と直接結びつくものではない。救済措置

の給付を申請する場合には、別途、各市町村でまとめた書類の提出が必要である。
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I総 論

本集計報告書は、平成 21年 4月 1日 から平成 22年 3月 31日 までの間に厚生労
働省に報告された予防接種後副反応報告を報告基準にある臨床症状ごとに単純集計
し、まとめたものである。

1 対象とされたワクチンは、定期接種として実施されたジフテリア・百日せき・破
傷風混合 (以下「DPT」 という。)、 ジフテリア・破傷風混合 (以下「DT」 とい
う。)、 麻しん、風しん、麻しん・風しん混合 (以下「MR」 という。)、 日本脳炎、
ポリオ (急性灰白髄炎)、 BCG、 インフルエンザである。

2 報告書の集計は、第 1報が提出された日時で行い、第 2報以降で症例の転帰が明
確にされたものなど変更があつたものについては追記した。また、既に前回集計報
告 (平成 22年 3月 31日 まで)にて集計され、今回次報として報告されているも
のについては集計していない。

3 期間中の都道府県別、ワクチン別の報告数を第 1表にまとめた。
報告された症例数 徊 !反応件数)はDPT(DTを 含む。)193例 (228件)、
麻 しん 1例 (1件 )、 風しん 0例 (0件 )、 MR50例 (63件 )、 日本脳炎 28例
(31件 )、 ポリオ 12例 (12件 )、 BCG74例 (77件 )、 インフルエンザ 5
2例 (52件)で報告された総数は、410例 (464件)であつた。
副反応が重複しているものがあるので、解析については件数で示した。
なお、DPT(DT)ワ クチンは 1期 4回、 2期 1回の計 5回、MRワ クチンは
1期から4期の計 4回、日本脳炎ワクチンは 1期 3回、 2期 1回の計 4回、ポリオ
ワクチン (経 口)の 2回の各々の総計である。

4 まとめに使用した分類は報告基準 (P12～ 13参照)を基本とした。報告の中
で通常の副反応と思われるもの、明らかに予防接種との関連性が考えられないもの
が基準外報告となっている。

5 死亡・重篤・入院等の重症例に関しては、副反応の概要の詳細につき付記する。

(参考)ワ クチン別接種者数
(平成 21年 4月 ～平成 22年 3月 )

Ⅱ 各 論

l DPT、 DTワ クチ ン (表 2-1～ 3参照 )

報告された DPT、 DTワ クチン接種後の副反応報告件数は 228件 (男 140
件、女 88件)であり、 24時間以内の報告が 91件 (39.9%)、 1～ 3日
での報告が 137件 (60.0%)で あつた。
年齢別にみると0歳代が 36件、 1歳代が 72件、 2歳代が 61件、 3歳代
は 13件の報告があつた。
報告された副反応でもっとも多かったのは、接種局所が肘を超えた異常腫脹

で 106件 (36.8%)で あった。その他アナフィラキシーは 1件、 39度
以上の発熱は 19件、全身の発疹 13件、けいれん 4件であつた。

特記すべき例は以下の通 り

1歳 2か月男児 1期初回接種 2日 後哺乳中突然ぐったりし、救急外来受診。け
いれん重積、人工呼吸器管理。頭部 CTにて脳浮腫、全体的な低吸収域を認めた。

その後呼吸器管理は離脱できたが、原因となる疾患は不明。発達遅延、抗てん

かん薬投与、リハビリ中。

11か月男児 1期 3回 目接種後 1日 左顔面神経麻痺。

2 麻 しん ワクチ ン (表 3-1～ 3参照 )

報告された麻しんワクチン接種後の副反応報告件数は 1件で、6歳男児接種
13日 目の発熱で、その後入院、自然に解熱した。

3 風 しん ワクチ ン (表 4-1～ 3参照 )

報告された風しんワクチン接種後の副反応報告件数は 0件であつた。

4 MRワ クチ ン (表 9-1～ 3参照 )

報告された MRワ クチン接種後の副反応報告症例数は 48例 (男 25例、女 23

例)であった。一人で複数の症状を認める場合があるため、報告件数は 63件で

ワクチン 接種者数
DPT
DT
麻しん

風しん

MR
日本脳炎
ポリオ
BCG
インフルエンサ
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あった。16件 (25.4%)が 24時間以内の副反応であり、1-3日 が 17件 (27.0%)、
4-7日 が 8件 (12.7%)、 8-14日 が 12件 (19.0%)、 15-28日 が 7件 (11.1%)、
29日 以上が 3件 (48%)であった。
報告症例中 1歳が 27例 (37件 )、 5-6歳が 8例 (8件 )、 12-13歳が 2例 (2
件 )、 17-18歳 が 11例 (16件)であつた。副反応から回復していると報告され
たのが 48件、回復 していないと報告されたのは 10件であつた。残りは回復状
況不明であつた。

回復していないうち 2件は月ぼ炎・脳症の入院例、4件はその他の異常反応でそ
のうち 2件は入院例であった。

血小板減少性紫斑病が 3例 (1歳男児 3例 )、 その他に 1例 (1歳女児)34日
目眼周囲発疹、ムンプスヮクチン接種、その翌日血小板 04万、ITPと 診断され
た。

当日の反応では、12歳女児に 15分後顔色不良、嘔気、全身倦怠感、四肢しび

れ感次いで四肢冷感、発汗、17歳男児に当日意識消失、強直性痙攣、18歳男児

に 5分後全身痙攣、意識障害 一過性 (1分位)が認められた。17歳女児に 1
時間後顔面のむくみ、背中じんましん、咳、呼吸困難が認められた。

1歳女児 9日 目痙攣重積から脳症、DIC頸部麻痺を伴らた。1歳女児が 30日

目におびえあり、活気低下、35日 歩行障害、排尿障害、深部腱反射充進、ADEM

と診断された。1歳男児が 20日 目に転倒回数多い、23日 目発熱、25日 目痙攣、、
27 日目傾眠、 28 日 目MRI  に=C ADEMと 診凶子された。 5歳男ツ己が 6 日目にうこ奏れ、
7日 目ろれつが回らない、8日 目MRIにて月肖炎 。月図症、ADEMと診断された。

死亡例はなかった。

5 日本脳炎 ワクチ ン (表 5-1～ 3参照 )

報告された日本脳炎ワクチン接種後の副反応症例総数は31件、男16件、女15

件であった。即時性全身反応と分類される報告は3件で、1件はアナフィラキシ

ー、2件は全身奪麻疹であった。脳炎・脳症に分類されるものはADEMと 記載
された報告で1件あり発症は接種後16日 目であった。けいれんは1件で接種後24
時間以内にあり、その他の神経障害として分類された報告は2件で、発症は2日

目と13日 目であらた。全身の発疹は接種翌日2件、13日 日、8日 目に1件ずつ合計

3件発症したg最も多かったのは39℃以上の発熱で11件あり、接種24時間以内が
8件、3日 日以内が3件報告された。その他の異常反応は3件、基準外報告は 7件

ありいずれも接種24時間以内に発症し、発熱などの全身反応が5件 と多かつた。

副反応の多くは他の年齢群に比し3歳群でやや多かつたが、男女差はほとんど

なかつた。予後別には無記入、その他が大部分で多く、5件が入院、2件が治癒

と報告、死亡例はなかった。多くは第一報のみである。

重篤な神経系副反応を報告の概要から拾うと、①4歳3ヵ 月男児。細胞培養日

脳ワクチン (ロ ット番号ビケンー」R005)接種。接種15日 目より発熱、翌日頭痛t

嘔吐、眼球上転、眼振あり。脳CT正常、髄液細胞数58/mm3、 脳波異常なし。接種

後22日 目のはIでAD側の診断、プレドニン開始。接種27日 目に退院。接種35日 目

の月MMRIで正常化、接種後100日 目で症状再発なかつた。②5歳 1lヵ 月男児。細胞

培養日脳ワクチン (ロ ット番号 :ビケン」R014)接種。接種後2日 目39度発熱、

頭痛あるも鼻汁、咳なし。発熱持続するも髄膜刺激徴侯なく抗菌薬投与開始さ

れた。自宅静養したが、接種5日 目に頭痛悪化、接種6日 目から5日 間入院し無菌

性髄膜炎と診断された。入院中の詳細は不明。報告者は他のウイルス性髄膜炎

の可能性も否定できないが、入院時の情報がなく判断不明と付記している。③5

歳1lヵ 月男児。細胞培養日脳ワクチン (ロ ット番号ビケン」R001)接種後1週間
頃にヘルパンギーナに罹患。接種13日 目ころから小脳失調を発症、旅行先の病

院で同診断名で7日 間入院した。髄液細胞80/mln3、 MRI異常なし。帰宅後地元で経

過観察し症状改善、回復した。④3歳 Oヵ 月女児。細胞培養日脳ワクチン (ロ ッ

ト番号 :ビケン」R014)接種当日接種7時間後に407度発熱、5分以内のけいれん

出現した。詳細は不明であるが回復、熱性けいれんと思われる。

まとめ

全体に日本脳炎ワクチンは少しずつ接種者が増え、また今回報告された接種

ワクチンは、二期として受けた北里製ワクチン(ロ ット番号177S)1件を除き、
全例が製造数の多い細胞培養ワクチン (阪大微研製ワクチン「ジェービック」)

の報告である。

①のADEMは今回1例のみの報告である。報告の記載からは、従来のワクチン接

種後ADEMと今回の例とに臨床上は明らかな差はない。本報告例は、細胞培養ワ

クチンとなうてから初めてのADEM症例と思われる。②の無菌性髄膜炎の例は髄

膜炎症状の客観的情報が少ないので紛れ込みか否かは判断できない。③の小脳

失調発症は、ヘルパンギーナヘの罹患もあり紛れ込みの可能性も否定できない。

④は発熱に伴う熱性痙攣と考えられる。その他の異常反応は以前と変わらず、

副反応報告事例も少なく、細胞培養ワクチン接種開始から間もないこともあり、

1日型ワクチンとの比較は今後の課題である。

6 ポリオフクチン (表 6-1～ 3参照)



ポリオフクチン接種後の副反応症例として報告された数は 12例 (男 8例、女

4例 )で、件数は同じく 12件であつた。
日数別に見ると、12件中 5件が 24時間以内 (41.7%)、 1～ 3日 以内 3

件 (25.0%)、 4～ 7日 1件 (8.3%)、 8～ 14日 2件 (16.7%)、
15～ 28日 1件 (8.3%)で あった。このうち、麻痺例は 4件あり、接種
後 4～ 7日 1件 (8 3%)、 8～ 14日 2件 (16.7%)、 15～ 28日 1
件 (8.3%)で あつた。
年齢別に見ると、 0歳代 7件、 1歳代 5件であつた。
副反応として報告されたうち麻痺例は 4件、その他の異常反応 4件、基準外

報告 (全身反応)4件であつた。
麻痺例は、免疫不全のない 0歳男児 1例、 1歳男児 2例、計 3例、免疫不全
のない 0歳女児 1例、男女計 4例の報告であった。免疫不全のあるものは0例

であった。

麻痺例は

1) 10か 月男児、 1回 ロポリオワクチン服用から14日 目に発熱、 16
日目より左足を動かさなくなる。左腱反射消失し、左弛緩性麻痺と診

断される。便 PCR検査でポリオウイルス 2型陽性。報告時点 (麻痺に気

付いてから約 3週間後)で未回復。
2) 1歳 3か月男児、 2回 ロポリオワクチン服用から10日 目より歩行障
害出現。便培養でポリオウイルス陰性、脊椎 MRI正常。歩行障害出現

から約 2か月後の報告時点で運動障害なく回復。
3) 1歳 3か月女児、ポリオワクチン服用後 (接種回数不明)5日 目により
左手が動かず次第に左足の動きも悪くなつたが、翌日には回復傾向。

報告時点 (発症から11日 目)で、ほぼ回復している。
4) 1歳 2か月男児、ポリオフクチン 1回 目服用後 27日 日に立ち上がら
なくなり、 28日 目に右足に力が入らない状態。報告時点 (発症後約 4
か月半)で未回復。

7 BCGワ クチン (表 7-1～ 3参照 )

[各論]

報告された今期のBCGワ クチン接種後の副反応件数は77件 (基準外報告9件を

含む)であつた。本事業の開始以来の報告件数は、累計で1,426件となった。前

年の件数148件と比較して件数は大幅に減少していた (48%減 )。 性別では男45

件、女32件と明らかに男で多く、報告時の年齢別には0歳 70件 (909%)、 1歳

以上7件 (9.1%)で あつた。副反応の種別では、腋省リンパ節腫脹41件 (532%)
が最も多く、次いで皮膚結核が19件 (247%)であった。前年9例だった骨炎は
2例 と、前前年並みに減少した。他に接種局所の膿瘍は1例 (1.3%)、 腋嵩以外

のリンパ節腫脹が3件 (39%)あ った。全身性播種性BCG感染症は皆無であった。

腋鴛 リンパ節腫月長例41件のうち、 0歳児が37件、残り4件が 1歳児2件、 2歳

児と4歳児が各1件であった。男児が29件 と全体の70.7%を 占めており、いつも
のように性差が明らかである。その発生時期は、接種後8日 ～2カ 月に27件

(659%)が集中しており、その後3カ 月までに累計36例 (87.8%)が 発生して
いた。3ケ月を経過 した後に発生した者は5件 (122%)であった。報告時点ま
でに「回復している」と答えた者が15件 (経過の記載ある者の57.7%)、 「回

復していない」と答えた者が11件 (同 42.3%)で あった。経過中に入院した者
が6件あつた。

皮膚結核の19件は、 0歳児で18件、 1歳児で1件みられており、性別に見ると

男で7件、女で12件みられた。発生時期は接種後8日 ～2か月に16件 (84.2%)が
集中しており、それ以降に3件が発生していた。報告時点までに「回復している」

が11件、「回復 していない」が5件であった。

骨炎の2件はいずれも1歳女児で発生し、時期は接種後「～6ヶ 月」、「6ヶ月
～」が各1例であつた。ともに入院治療を受け、報告時に「回復していない」と

されていた。

[ま とめ]

今期の報告事例は、リンパ節腫月長が半数以上、残 りの大半を皮膚結核様病変

が占めるという、この数年来みられるのと同じ様相を示していた。ただ、件数

は昨年の約半数で一昨年度並にとどまった。昨年度 うかがわれた増加傾向が頓

挫した形であるが、より長期の傾向を慎重に見ていく必要がある。

リンパ節腫脹は上腕の局所に接種されたBCG(菌 )が所属リンパ節である腋鴛
において増殖し、リンパ組織がこれに反応するという、いわば正常の宿主反応

が強調されて起こつたものである。典型的なものは接種後1～3カ 月頃に発生し

(頻度は0.7%程度)、 多くは腫脹のみの単純性 リンパ節炎で、数ヶ月の経過で

ゆつくりと自然治癒する。ときに化膿して穿孔・排膿することもあるが、これ

も化学療法は不要で、予後は良好である。腫月長するリンパ節の個数は、多くは

1個であるが、まれに複数個、またまれに腋寓以外の部位 (胸壁、鎖骨宿部な

ど)に発生することもある。
皮膚結核様病変は、大半が 「結核疹」様病変で、局所 。所属 リンパ節で増殖

したBCC(菌 )成分がリンパや血行性に全身に播種されアレルギー的な反応を起
こしたものとされる。多くは接種後数週間で発症し、全身にさまざまなタイプ



の発疹が発生する。発熱を伴うこともあるが、予後は良好である。抗結核化学

療法を不要とする専門家も多い。なおその他の皮膚病変として真性皮膚結核様

病変とよばれ、BCC(菌)が接種局所からやや離れた音F位の皮膚に転移し、そこ
で増殖して特異的病変 (肉芽腫)を作るもの、さらに接種局所周辺皮膚のルー
プス様反応もある。これらには抗結核剤による化学療法が勧められるが、いず

れも予後は良好である。

上記の 2者に比して頻度ははるかに低いものの、より重症な反応である骨炎
(骨膜炎、骨髄炎、関節炎を含む)は、今回見られたように接種後 1年前後と
かなり時間が経過してから発見されるものが多い。抗結核斉Jに よる化学療法の

適応であり、多くの例の外科的治療 (排膿や掻把)が行われる。予後は良好で
あるが、ときに骨の成長障害などが懸念されることもある。先天的免疫異常が

関与する例もあると言われるが、今回の報告例については明らかではなかった。

8 インフルエンザワクチン (表 8-1～ 3参照)
平成 21年 4月 1日 ～平成 22年 3月 31日 の間に厚生労働省に報告された、
インフルエンザワクチン接種後に見られた健康異常は、 52症例 (男 :18例、
女 34例 )の 52件であった。報告事例の性別、年齢構成は第 8～ 2表に示す通
りであり、検討対象はすべて60歳以上、そのうちの 23例 (44.2%)は 7
5歳以上の後期高齢者であつた。
・ 表 8-1に示すように、即時性全身反応は 8例見られたが、いずれも全身華麻
疹例であつた。39℃以上の発熱は 5例にみられている。全身の発疹がみられた
ものは、即時性のものを除いて 5例であった。神経系の副反応として3例が報告
されたが、脳炎 。脳症やけいれんは見られなかった。

ワクチン接種後、発症までの日数は 8-1表に示す通り、24時間以内が2
7例 (51.9%)、 1～ 3日 21例 (40.4%)、 4～ 7日 2例 (3 8%)
であった。  .
報告時点の予後を回復状況別に第 8-3表に示すが、回復しているもの29

例、回復していないもの 12例であり、11例はその後の経過が報告されていな
い。フクチン接種日の死亡例の 2例は、狭心症患者の急死例および食道静脈瘤破

裂疑い例であった。もう一例の死亡例は、結節性動脈炎一月市線維症例で、ワクチ
ン接種後 19日 日の死亡であった。
まとめ

対象者は高齢者で、約半数は後期高齢者であり、種々の疾患を発症 し死亡に至

ることも少なくない宿主である。この報告書のはじめに述べられているように、
ワクチン接種後に見られたこれらの症状は、予防接種との関連性が考えられない

偶発事象なども含まれている可能性がある。
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予防接種後副反応報告書

i報
告基準

予防接種 臨 床1症 状 接種後症状発生までの時間

ジフテリア

百日せき

破傷風

日本脳炎  :

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

アナフィラキシヰ

月音炎、脳症

その他の中枢神経症状  ′      :́

上記症状に伴う後遣症    :
局所の異常腫脹 0寸を越える)     ―
全身の発疹又は390℃以上の発熱
その他通常の接種ではみられない異常反応

:24時間
7日

7日

*
7日

2日

*
麻しん

風し々

①アナフィァ■シ■         T
②月歯炎、脳症    、     ヽ|
③その他けいれ

～
を含Ⅲ中枢神曲

④上記症状に伴う後遺症
1   1:

⊆ の他通常の接種ではみられない異常反応 :

24時間
21日
21日
＊

　

＊

ポリオ ①急性灰白髄炎 (麻痺):: ~~
免疫不全のない者       (
免疫不全のみる者  |      :
ワクチン服用者との接触者  .

② 上記症状に伴う後遺症  i    i
Ω その他通常の接種ではみられない異常反応

35日

14暮

*
*
*

BCG ①腋省リンパ節国長値径lch嗜
②接種局所の膿瘍      :
③骨炎t骨髄炎     .
④皮膚結核 (狼療等)
◎ 全身播樹生BcG感 染症  1 .
⑥その他通常の接種ではみられない異常反応

2カ月

1カ 月

6ヵ 月

6ヵ 月

6ヵ 月

*

インフルエンザ予防接種後副反応報告書
.   .報

告基準

臨  床  症  状 接種後症状発生までの時間

① アナフィラキシー '

② 月当炎、脳症    `   1

③ その他の中欄剛動状          :
④ 上記症状に伴う後遺症   |
⑤ 局所の異常圏 長 0寸を越える)

⑥ 全身の発疹又|ま 39_0℃以上の発熱

⑦ その他通常の接種ではみられない異常反応

24時間
7日

7日

*
7日

2日

*

露[:芝[ム
のの
「
ヽ 予防岬 の状響学 F市言

す。と
77さ
れ
,、のは報告で

こ
|。

臨床症状の重驚な、の l       r          r     l
後遺症を残す 可能性のあるもの            '

注2 農種から症状の発生までの時間を特定しない墳ビ (*)にっぃその考え芳
①

状葉曇賃L絆 唇螢「

係るも

?を
言味し下ぉ

り、薮ヶ月
争
から数年後

,初:下
辱

:② その他通常の接種ではみられない異常琳 ぼ:予防接種と医学的に関連があるか、又は蒔間
的に密接な関連があると判断きれるものであること。         _     :

|

注b 未基準は予防接種後に一定の症状が現れた者の報告基準そあり、予防接糧との菌果関係｀予
防接種健康被害救済と直接結びつてもっではなぃ。            i   l

1%L

口
①
②̈
③

注1 表に定めるもののほか、
① 死亡したもの

予防接種後の状況が次に該当すると半」断されるものは報告すること。

② 臨岬 の蘇 なもの          :    `::  : i

lfl鍾饉 [筆:曽罷11輝11瑠′1,不汎走:11:

11
-11-



第■ま

区  分
曰 水 脳 姿

工
半
輛

，
半
鶴

合 上
半
詢

い
半
枷

合

　

斜

工
半
枷

，
半
颯

合 工
半
“

Γ
半

錮

工
半
枷

，
半
憫

合

　

科

工
半

憫

Ｆ
半

國 ll

二
半

Ы

ｒ
半
蜘 計

上

半

ｍ

卜
半

ｍ

合

　

計

工
半
錮

―
半

卸

合

　

針

千 葉

東 京

い 製

n 長 野

ら9 奈  自

］̈

佐 智

12 喜 崎

`3  'ヒ

 劇に

15 菅 崎

合  計 21 4 21 Ы 馴 4

第2-1表
DPT DT 日数別

-13-



第2-2表
DP DT 年齢別 (男女別)

第2-3表
DP 予後別 (回復している・回復していない別)



第3-1表
麻 し ん 日数 別 第3-2表

麻 し

即時性全身反応

6A発疹

6Cそ の他

7A全 身 庁庶 r奉払 曇 、 1

7Bその他

3歳

lAアナフィラキシー

6Cそのfth

5そ の他の神
う その他の里

6A発 疹
6B局 所反応 (発未 1薔ЛE筆う

Z量 準外報告



第3-3表
麻 し ん 予後別 (回復している・回復していない別 )

第4-1表
風 し ん 日数別

その仙の



第4-2表
風 し ん 年齢別 (男女別 )

第 4-3表
風 し ん 予後別 (回復している・回復していない別)

-22-



第9-1表
M R          日数別

Z4H以
「

第9-2表
M R 年齢別 (男女別)

総 数 1蔵 0扇支 lZ～ 13i
総

憲D日寺′昨 全 身 圧

lR 牟身奎童廊kり分
脳 炎 、脳 症

R I寸い力,スリ 4

4 ■菫動瞳 1諄
の伸`の
6そ の他の異常反応
6A ぶζり疹
6B局 所 反 応 (発赤 腫 脹 等 )
6Cそ の他
7基 準 外 報 4
7A全 身反應 畷 熱等 ) 3

rBその他

又

即 IIf性全 身 反

lAアナフィラキシー
lB全身奪麻疹
月菌炎 、月首力正 1

2

害

rの他 の 神
‐の41の異常圧麻
6A発 疹 4

6Cそ の他
票 奎 外 郵 告 1 f

/A↑ 身反応 {卒瓢等 ) 1

7Bそ の他

女
総 叡 1蔵 6扇読 12-13斎曼

総

貝‖III↑生全

lA アナフイラキシー 1

IR全 身
2 月歯あき
3け いれん
4運 動障害
5そ の他の神経障害
その柿の塁常厚庶

6A ttё珍

6B局 所 反 (発赤 腫 脹 等 ) 1

6Cそ の他 1

7

7A 4卜 J7肢 Fマ (4ζ

“

哭筆吾,

7Bそ の他

-24-



第 9-3表
M R 予後別 (回復 している・回復 していない別)

第5-1表
日 本 脳 炎 日数男」

総 数 24H以内 ～14日
数 3

1晨口時 性 全 て,き
lA アナフィ キシー
lB全 身 奪麻疹
2 月首炎 月当折F
ヤすいitスノ
4運 動 障 害
その他の神経障害

全身 の発 疹 l

,以上の季熱
富反 応

1

10Cその他 I



第5-2表
日 本 脳 年齢別 (男女別)

第5-3表
日 木 脳 予後別 (回復している。回復していない別)

3 けいれん

応

lAアアフィラキシー

月肖症

回復 している

総 叡

18 全身司

椰

0基 準外報告



第6-1表
ポ リオ 日数別 第6-2表

ポ リ オ 年齢別 (男女別 )
8～ 14日 15～28日

1魚 性 灰 自

4蔵 5-

… の異常反応
反 応 ) 1 l

0蔵 l覇晟 3,ユ 4歳 5～ 9蔵 | 0～ 15i

ー
2 の異常反応

1

-29-



第6-3表
予後別 (回復している・回復していない別)



第7-2表
BCG 年齢別 (男女別)

第7-3表
予後別 (回復している・回復していない別)

」″

一Ｈ

l

〕骨炎、骨舗炎
1反 層 結 核

6A雁窓以ぢ ンノ` 節 HttIIt

応

7嘉 準 外

7Cその他

総 蘇 0蔵

-33-



第8-1表
インフルエンザ 第8-2表

インフルエンザ 年齢別 (男女別 )

総 取 10蔵 以 _

即 時性 全 身 反応

lB全 身諄 麻疹

けいれん

℃以 卜の率熱

10Cその他

平成22年 3月 31日 の数字である。
男

,局 所 の異 常腫 脹 (肘を越 える)

-35-



第 8-3表
予後別 (回復 している・回復していない別)

集 計 報 告 書 累 計

(平成 6年 10月 1日 ～平成 22年 3月 31日 )

インフルエンザは平成13年 11月 7日 より予防接種法の対象疾病になつたため、平成13年 11月 7日 ～
平成22年 3月 31日の数字である。

-37-



口
一
一
Ｒ
“
疇
Ｎ
Ｎ
督
絆
９
，
こ
“
民
で
＋
【Ｎ
ヽ
丼
●
ぐ
回
ぐ

口
【
ｏ
民
∞
■
Ｏ
Ｎ
督
絆
゛
ヽ
■
【
Ｒ
ｏ
¨
■
０
贅
絆
●
憎
回
Ｅ

第2-1表
DPT・ DT    日数男1

24Hメ 内 4～ 7日
I

16〔 _L

る )

“

|

16T

=回
く

E口 く

]

「回く

1
ヽ

　

国

-40-



第2-2表
DPT DT 年齢別 (男女別 )

第2-3表
DPT DT 予後別 (回復している。回復していない別)

5その他の
3局 所 の 里
7全 身の発疹

即時性全身反応

疹

10Cその他

0基 準外報告

32:

10Cその他



第3-1表
麻 し ん     日数別 第3-2表

麻 し ん       年齢別 (男女別 )

201

l

ヽん 7

6Cその他

キシー
lB全 身華麻疹

1(

脳 症

その他

7A全 身庁庶 f奉熱 等〕

-44-



第4-1表
風 し ん第3-3表

麻 し ん 予後別 (回復している。回復していない別)

2

2 脳炎、脳症

1

73そ

-46-



第4-2表
風 し ん 年齢別 (男女別)

第 4-3表
風 し ん 予後別 (回復している・回復していない別)

継 タ υ爾 1扇翼 2蔵 3蔵 ユ 配 ハ

-47-



第9-1表
M R          日数別 第9-2表

M R         年齢別 (男女別)

数 1覇見 6読支

総 3 1

lAア ナフィラキシー
lB全 身 薫 麻 疹
2 月当炎 、月遺
3け いれん
4揮 動 障 害
5そ の他の神
の他の里富晟応

6A発 疹 3

6B局 所反応 (発示腫月F等 )
6Cそ の他
基 準 外 報 告

7A全 身肢麻 (楽熱等 ) 4

7Bそ の他

男
総 数 1嘉セ 6;毛

総     数

即 時 性 全 身 反 心

2

lB全 身 豪 麻 疹 2

月首炎 、月営』二

'す

いれノし
i軍勧 L雪害

の 害 l

の 他 の 異 常 反 応 8

6A発 疹 2 4
6B局 所 反 応 (発赤 腫 脹 等 )
6(]その 44● 1

基 準 外

7A 全 身 反 応 (発熱 等 )
イB その´

総 叡 1扁王 6扇記 12～ 13蔵 17′
‐ウ18易浸

総    数

即 時 性 全 身 反 落

lA アすフイラ 1 1

灸 、月歯り正 l

悼 勤 1宣署
‐
の 1

の 反

挙 疹 1

6B局 所反 Iス (卒ホ llF膳等 )
6C その
基 準 外 報

7A全 身反応 (卒熱等 ) 1

7Bそ の



第9-3表
M R 予後別 (回復している・回復していない別)

第5-1表
日 本 脳 炎 日数別

総 数 1～ 3日 8～ 14目 15～ 28日 129日 ～
17( 一π

1即 時 性 全 身 反 応

月

“

夕に、月尚浙r
1

生 置 動 障 害 1

その他の神経障害
2

1(

't以
上 の発 熙

10Aナ (うζ

3 2

-52-



第5-2表 第5-3表
予後別 (回復 している 。回復 していない別 )日 本 脳 炎 年齢別 (男女別) 日 本 脳 炎

応

10Cその他 2



第6-1表
ポ リオ 日数別 第6-2表

ポ リオ 年齢別 (男女別)
1-3 υ～ 14目 lb-2と

3果準外 告 (全身 反 応 , 11 le

1

不 全 のあ

の他 の 異 常 反 応 5

女

そのrllの異常反応
3基準外 1

-55- -56-



第6-3表
予後別 (回復している。回復していない別)

第7-1表
BCG

総 致 お 漁 タヒE 人 院 その他 言已ノハ`

数
一１ lC

lA免層不全のなし 1 1

6

-57-



年齢別 (男女別)
第7-3表

予後別 (回復している。回復していない別)

0扇

-59- -60-



第8-1表
インフルエンザ 第8-2表

インフルエンザ 年齢別 (男女別 )

平成22年 3月 31日 の数字である。

ι応

月画炎 、月』秀E
〕けい九ん

3局 所 の異 常腫 脹 (肘を戯 える)

その他の異常反応
5 l

平成22年 3月 31日 の数字である。



第8-3表
インフルエンザ 予後別 (回復している・回復していない別)

治 飽

lB全身憲麻疹 1

れヽん

39℃以 上の発 熱
その他の異常反応
0丞 早 外 報 告

10B全身反応

回復 している

お 週

Hp時性全身反応

1

5その他の神経障害

,その他 1

インフルエンザは平成 13年 11月 7日 より予防接種法の対象疾病になつたため、平成 13年 11月 7日 ～
平成22年 3月 31日 の数字である。



報 告 書 NO.1フ

予防接種後副反応報告書

集計報告書 (案 )

(平成 22年 4月 1日 ～平成 23年 3月 31日 )

予

　

厚

防 接 種 後 副 反 応 ・

生 労 働 省 健 康

健 康 状 況 調 査 検 討 会

局 結 核 感 染 症 課



予防接種後副反応報告制度について

予防接種後副反応報告は、医師が予防接種後の健康被害を診断した場合又は市町村

が予防接種を受けた者若 しくはその保護者等から健康被害の報告を受けた場合に、

「定期 (一類疾病)の予防接種実施要領」 (平成 17年 1月 27日 健発第 01270

05号厚生労fe」省健康局長通知別紙)及び「インフルエンザ予防接種実施要領」 (平

成 17年 6月 16日 健発第 0616002号 厚生労働省健康局長通知別紙)に基づき

厚生労働省へ報告するものである。

当該報告制度は、予防接種後の被接種者の健康状況の変化についての情報を収集し

広く国民に提供すること及び今後の予防接種行政の推進に資すること等を目的とし

て、平成 6年の予防接種法改正に伴い実施されてきたものであり、本集計報告書は、

厚生労働省に報告された予防接種後副反応報告書を、報告基準にある臨床症状ごとに

単純集計し、まとめたものである。

当該報告制度の留意点は以下のとおりである。

`

(1)本報告は、予防接種法に基づく定期接種として実施された予防接種を対象とし

ており、いわゆる任意の予防接種は報告・集計の対象とはなっていない。

(2)報告するかどうかの判断は報告者が行うため、各都道府県の接種対象者人口な

どを考慮しても報告数に県ごとのばらつきが大きく、副反応数の発生率などにつ

いてはこのデータからは分析できない。

ワクチン別の副反応発生頻度については本報告ではなく、平成 8年度より実施

している予防接種後健康状況調査事業の報告書を参照していただきたい。

(3)本報告は、予防接種との因果関係の有無に関係なく予防接種後に健康状況の変

化をきたした症例を集計したものであり、これらの症例の中には、予防接種によ

つて引き起こされた反応だけでなく、予防接種との関連性が考えられない偶発事

象等も含まれている。

集計に当たっては、予防接種との因果関係がないと思われるもの、もしくは、

報告基準の範囲外の報告等についても排除せず、単純計算してまとめている。

(4)本報告は、予防接種健康被害救済制度と直接結びつくものではない。救済措置

の給付を申請する場合には、別途、各市町村でまとめた書類の提出が必要である。



目       次

軍誘曇纏覆罰貫惣錬響呻冨糧褻雫墓嘉集計報
告 ……………:………………

:)  ……………………  …… ………
第 1表 都道府県別・ワクチン別 ………………………………………………
第 2-1表  DPT・ DT(日 数別) ……・……………………………………… ……
第 2-2表  DPToDT(年 齢別 (男女別)) ………・:……………………第 2-2表  DPToDT(年 齢別 (男女別)) ………・:………………
第 2-3表  DPToDT(予 後別 (回復している 。回復していない別))
第 3-1表  麻 し ん (口 数別)……………………………1… … … …

１

９

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

第 3-2表 麻 し ん (年齢別 (男女別))=…… …………… ………………

霙2三 :嚢 質しん層製則)回復
している。回復して呻別 )…

第 4-2表  風  し ん (年齢別 (男女別)) …………… …………………
第 4-3表  風 し ん (予後別 (回復している 。回復していない別))…
第 9-1表  M   R(日 数別) ……………………………………… … …1……
第9-2奉 M   R(年 齢別 (男女別)) …………………………………
第 9,3表  M   R(予 後別 (回復している 。回復していない別))…
第 5-1表  日本 脳 炎 (日 数別) …… …………………… ………… ……第 5-1表  日本 脳 炎 (日 数別) …… …………………… ………… ……

纂:=:嚢  目棄脳炎卜「駿骨I(吾種型キヤ、るI面覆tそ」(ふ J(慧 i,… ;… I第 5-3表  日本 脳 炎 (予後別 (回復している 。回復 していない別))…
第 6-1表  ポ リ オ (日 数別) …………………………… ………………
第 6-2表  ポ リ オ (年齢別 (男女別)) …………………1…… ……

纂9=呈嚢 ざ
‐
と き{言纂:1)(回得1下ぃ0:_甲得

1/下
L〕IF]|))I

第 7-2表  B C G(年 齢別 (男女別)) ………………………………

纂:三 :嚢 ルフ′足ン
『 {言象:|)(回得1下 Lll.:.甲写1下ヒ:II:111)I

霙:三 :嚢 |`;II′ド 1奪η2:|:∃潅yυ≧)、る
・
:・占覆tそ」(募 J(慧i;… ;… I

平成23年 3月 31日 ) … … …・・ … … …・… … ……   … … …・…
チン男」 ………………………………… ………:… …
日憐女男lJ)  …… ……■・……………… …………… ………………

る

＞

て

別
し

女
復
男

回

ト
ク
肛
ワ
‐０

。

鮮
別
勁
県
＜
府
計
道
累
都
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表

と
ロ
　
ー
２
３
１
２
３
１
２
３
１
２
３
１
２
３
１
２
３
１
２
３
１
２
３

報
表

一
一
一
一
二

一
一
一
一
一
一
二

一
一
一
二

一
一
一
一　
一

計

１

２

２

２

３

３

３

４

４

４

９

９

９

５

５

５

６

６

６

７

７

７

８

８

８

集
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

ＤＰＴ。ＤＴ
ＤＰＴ． ＤＴ
ＤＰＴ・ＤＴ
¨

¨

¨

』

』

』

Ｍ Ｒ
Ｍ Ｒ

Ｍ Ｒ
咄

ｍ

¨

一

一

一

一

一

一
¨

¨

¨

年齢別
予後別
日数別 )
年齢別
予後別
日数別 )
年齢別
予後別
日数男1)
年齢別
予後別
日数別 )
年齢別
予後別
日数別 )
年齢別
予後別
日数別 )
年齢別
予後別
日数別 )
年齢別
予後別

(男女別)) …………………… …………
(回復してぃる・回復していない別))…

(男女別))…………………… … r………
(回復している 。回復していない別))…

(男女別))
(回復している・回復 していない別))

(男女別))
(回復している・回復していない別))…

(男女別))
(回復している・回復していない別))

(男女別)) ……………… :… …………
(回復している 。回復 していない別))…

(男女別))
(回復してヽ(回復している・回復していない別))

・回復 していない別))…



i防 _量薫 ■ 副_工_応ユ 三 貴_集_計報 童

I総 論

本集計報告書は、平成 22年 4月 1日 から平成 23年 3月 31日 までの間に厚生労
働省に報告された予防接種後昌1反応報告を報告基準にある臨床症状ごとに単純集計
し、まとめたものである。

1 対象とされたワクチンは、定期接種として実施されたジフテリア・百日せき・破
傷風混合 (以下「DPT」 という。)、 ジフテリア・破傷風混合 (以下「DT」 とい
う。)、 麻しん、風しん、麻しん。風しん混合 (以下「MR」 という。)、 日本脳炎、
ポリオ (急性灰白髄炎)、 BCG、 インフルエンザである。

2 報告書の集計は、第 1報が提出された日時で行い、第2報以降で症例の転帰が明
確にされたものなど変更があったものについては追記した。また、既に前回集計報
告 (平成 23年 3月 31日 まで)にて集計され、今回次報として報告されているも
のについては集計していない。

3 期間中の都道府県別、ワクチン別の報告数を第 1表にまとめた。
報告された症例数 (冨 1反応件数)はDPT(DTを 含む。)219例 (256件 )、
麻しん0例 (0件 )、 風しん 0例 (0件 )、 MR46例 (57件 )、 日本脳炎 125
例 (148件 )、 ポリオ12例 (12件 )、 BCG87例 (92件 )、 インフルエン
ザ6例 (7件)で報告された総数は、495例 (572件 )であらた。
副反応が重複しているものがあるので、解析については件数で示した。
なお、DPT(DT)ワ クチンは1期 4回、2期 1回の計5回、MRフ クチンは
1期から4期の計4回、日本脳炎ワクチンは1期 3回、2期 1回の計4回、ポリオ
フクチン (経口)の 2回 の各々の総計である。

4 まとめに使用した分類は報告基準 (P12～ 13参照)を基本とした。報告の中
で通常の副反応と思われるもの、明らかに予防接種との関連性が考えられないもの
が基準外報告となっている。

5 死亡・重篤・入院等の重症例に関しては、副反応の概要の詳細につき付記する。

Ⅱ 各 論

l DPT、 DTワ クチン (表 2-1～ 3参照 )

報告されたDPT、 DTワ クチン接種後の副反応報告件数は256件 (男 1
60件、女 96件)であり、24時間以内の報告が 168件 (66 0%)、 1
～3日 での報告が76件 (30 0%)で あつた。
年齢別にみると0歳代が62件、 1歳代が67件、 2歳代が 50件、3歳代
は26件の報告があつた。
報告された副反応でもつとも多かったのは、接種局所が肘を超えた異常腫脹

で93件 (36. 3%)で あった。その他アナフィラキシーは5件、39度以
上の発熱は32件、全身の発疹 13件、けいれん4件であつた。
特記すべき例は以下の通りであった。

(1)6カ月女児。 1期初回接種 6時間後、ぐつたりした。 2日 後けいれん重
積となった。頭部MRI施行し、脳症と診断。加療経過観察中。
(2)1歳 7カ 月男児。 1期 3回 目接種翌日、突然上肢屈曲、強直性間代性け
いれん、無呼吸となる。EEG、 MRIで脳症と診断。既往にてんかんがある。
症状は回復。

(3)13歳 2カ 月男児。DT2期接種 43日 後、歩行困難、排尿困難を認め
た。頭部、脊髄MRIにて中枢神経系に多発病変を認めADEMと 診断。症
状は改善した。他の疾患として多発性硬化症が考えられた。

2 麻 しんワクチン (表 3-1～ 3参照 )

麻しん副反応報告はなかつた。

3 風 しんワクチン (表 4-1～ 3参照 )

麻しん副反応報告はなかった。

4 MRワ クチン (表 9-1～ 3参照)

MR副反応報告総症例数は44例 (男 19例、女 25例)であった。報告件
数は57件であった。 21件 (36 8%)が 24時間以内の副反応であり、
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lγ 3日 3件 (5 3%)、 4～ 7日 5件 (8.8%)、  8～ 14日 24件 (4
2.1%)、 15～ 28日 3件 (5.3%)、  29日 ～ 1件 (1 8%)で あ
った。

年齢別内訳は、 1歳が 27件、 6歳が 4件、 12-13歳 が 5件、 17-1
8歳が 21件であった。
副反応から回復していると報告されたのが 36件、回復していないと報告さ
れたのが 9件であった。残 りは回復状況不明であつた。

回復していない 9件のうち 1件はけいれんで入院、 2件はその他の神経障害
で入院した例である。

13歳男児において 29日 後歩行困難、排尿困難、膀部以下及び上肢末端
の感覚障害、膀脱直腸障害を認め ADEMと 診断された。 17歳女児において 1
1日 後両足首以下のしびれ、その後歩行障害、膀眺直腸障害、 17日 目発熱、
しびれ、全感覚障害はTh10まで上昇した。1歳男児において9日 後に高熱、
強直性痙攣、意識障害を認めた。血小板減少性紫斑病を発症したのは5人で、
いずれも1歳であった。そのうち、男児2人、女児8人であつた。

[ま とめ]

MR予防接種後副反応報告症例数 (件数)は 44例 (57件)であつた。 3
人に重篤な神経系疾患を認め、また 5人は血小板減少性紫斑病を発症した。

5 日本脳 炎 ワクチ ン (表 5-1～ 3参照 )

報告された日本脳炎ワクチン接種後の副反応総症例数は 148件、男 80件、
女 68件であつた。
即時性全身反応と分類される報告は 6件で、 1件はアナフィラキシー、 5件

は全身専麻疹であった。

脳炎・脳症に分類されるものは 3件あり、発症は接種後 5～ 45日 目であった。
けいれんは 12件で接種後 24時間以内 9件、 1～ 3日 以内 3件で 10件は
有熱、 2件は無熱であった。
運動障害は 3件で 24時間以内に発症し、 1件は両脚の倦怠感
疼痛と歩行障害をきたし、他の 1件は接種数時間より下肢の倦怠感、咽頭痛が

年じ、次第に脱力、歩行困難になるが立位保持可能。整形外科医受診 しCRP:0,

CK;77, 肝機能正常、関節XP正常であった。 2週間で咽頭痛は改善したが、
歩行障害は継続した。最後の 1件は上腕伸411皮 下接種翌 日より右肘関節の痛み

と運動制限をきたしたが 6日 目より改善し約 1ケ月で軽快 した。

その他の神経障害として分類された報告は4件で、 24時間以内、、と l～ 3
日以内に発症、それぞれ 2件ずつの報告があつた。1件 目は 10歳 2カ月女児。

接種間もなく左上腕接種部位とは反対側の右手のしびれ、次いで左手、 2日 後

両手のしびれ、両大腿部痛、7日 後右上肢外側と右手掌のしびれをきたし、多

発性ニュウロパチーを疑わせる症状を呈した。 2件 日は 3歳 4カ 月女児。接種
後 10時間後に40℃に至る高熱、咽頭痛、咳と共に有葬|ヽ時になかった奇異な
行動 「壁に向かつて手を振る行動」が生じた。一旦消失 したが、2日 後まで元

気なく手が細かく振え壁に向かって手を振る行動がみられた。その翌日には自

然に症状消失、再発はなかった。この間意識消失はなかったが、熱せん妄が疑

われる。 3件 目は 7歳男児。接種 26時間後頭痛、眼前がぼやける、筋のよう
な光が見えると訴え、更に 2日 目に頂点に達し頭痛がひどく立位歩行が出来な

った。 3日 目より頚部痛を残して軽減回復 した。 4件 目は接種 3日 目発症の無

菌性髄膜炎 (細胞数 209/μ l)で入院した 5歳 9カ月女児で、ワクチン由来
か紛れ込みのウイルスによるものか判断不明であった。

全身の発疹は接種後 24時間以内に 5件、 1～ 3日 以内 4件、合計 9件発症
した。

最も多かったのは 39℃以上の発熱 70件で、接種後 24時間以内が 50件、
1～ 3日 日以内が 19件報告された。その他の異常反応はなく、基41外報告は
局所反応 16件、全身反応 14件、合計41件あり、いずれも接種当日に多く
発症した。その他は 11件であった。

副反応の多くは他の年齢群に比し3歳群でやや多かつたが、男女差は 80:
68でやや男児が多かつた。予後別には無記入、その他が大部分で多く、 10
件が入院、 22件が治癒と報告、死亡例はなかった。回復しているとの報告lll
は回復 111件、回復していない 11件、不明・無記入 26件で、多くは第一
報のみである。

重篤な神経系副反応を報告の概要から拾うと、脳炎・脳症の 3件は① 5歳 2

カ月男児。細胞培養 日脳ワクチン (ロ ット番号 :ビケン」R035)接 種。接
種後 7日 目の6:50AM一 点凝視、意識減損、両上下肢のピクツキがあり、
ダイアップ挿入し救急搬送、右上肢の硬直を認めた。CT異常無かったが脳波
異常あり、某センター病院に入院。発熱、脳波異常と意識障害から急性脳症と

診断した。第 1報で回復と報告。② 5歳 2ヵ 月男児。 日脳ワクチン (ロ ット番
号 :ビケン」R047)1期 追カロとして左上腕伸側接種。接種後 1日 目～ 3日
目39-40℃ 発熱、4日 目37℃に解熱した。接種後 5日 日、嘔吐、複雑部
分発作を認めたため近医に救急搬送、某こども病院に転送された。入院後も部
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分発作重積状態で痙攣群発し、 (けいれん)重積型脳炎と診断された。入院後
の詳報なし。③ 9歳 2カ 月女児。 日脳ワクチン (ロ ット番号北研Exp091
7)接種後 45日 日頃左手のしびれから意識障害に至る発作が起こった。その

発作を繰り返し、右海馬の委縮が出現、Rasmussen症侯群と診断し、報告時もて

んかん発作続いていると報告。この症例は日本脳炎ワクチンが関与するか否か

を判断するには発症時の情報が欠如し不明である。

まとめ

日本脳炎ワクチンは今年度さらに接種者が増え、また全例が製造数の多い細

胞培養ワクチン (阪大微研製ワクチン「ジェービック」)での報告である。

脳炎・脳症は 3件報告され今回はADEMの 報告はなく報告の2例は2種の
急性脳症である。  Rasmussen症候群と診断された第3例 目はワクチン接種と

症状の発現期が45日 も離れていることt発現初期の初期症状の詳細がないた

めにワクチンとの因果関係は判断できない。②無菌性髄膜炎の例は今回も1例

報告され、紛れ込みか否かは判断できない。③けいれんは12件で接種後 24
時間以内 9件、 1～ 3日 以内3件で、 10件は有熱、2件は無熱であつた。④
今回比較的多からた運動障害 3件は24時間以内に発症、2件は両脚の倦怠感、

疼痛、歩行障害をきたしたケースや、接種部位側の右肘関節の痛みと運動制限

を呈したケースが報告された。その他の神経障害の4報告は多発性ニュウロパ

チーを疑わせる症状を、他は40℃に至る高熱後、有熱時になかつた「壁に向
かつて手を振る行動」など熱せん妄様の奇異な行動、また接種 26時間後頭痛、

眼前がぼやける、筋のような光が見えると訴え、 2日 目に頂点に達した頭痛と

共に立位歩行ができなくなつたケースなど異常行動障害を伴った。これらをど

の様に考えていくか、詳細な情報が必要だが、新旧型ワクチンとの比較から今

後の課題になろう。

6 ポ リオフクチン (表 6-1～ 3参照 )

ポリオワクチン接種後の副反応症例として報告された数は 12例 (男 5例、

女 7例 )で、件数は同じく12件であつた。

日数別に見ると、 12件中6件が24時間以内 (50 0%)、 1～ 3日 以内
3件 (25 0%)、 4～ 7日 、8～ 14日 0件、15～ 28日 2件 (16.7%)
であった。このうち、麻痺例は4件あり、接種後 1～ 3日 1件 (8.3%)、 1

5～ 28日 2件 (16 7%)、  29日 以降 1件 (8 3%)で あつた。
年齢別に見ると、総数で 0歳代 5件、 1歳代4件、2歳代 3件であつた。麻

痺例では、 0歳代 2件、 1歳代・ 2歳代各 1件であつた。

麻痺例は

1) 9か 月女児 1回 ロポリオ服用後 18日 目に発熱。左上肢麻痺、右上
肢・左下肢筋力低下出現、報告時点で (発症約 1か月後)一部回復 して

いるが左上肢麻痺と右肩筋力低下が残る。ウイルスは検索中。

2) 1歳 10か月男児 2回 ロポリオ月長用後翌日、左下肢筋力低下。座 り
こんでしまう、ふらつくなどの症状出現。 2日 目には自立歩行可能。

報告時点 (発症約 1か月後)で後遺症なく回復。

3) 11か 月男児 ポリオ服用後 16日 目発熱、下半身を動かさない。 2
5日 目弛緩性麻痺、知覚脱出、尿閉、腱反射 (+)。 横断性脊髄炎の疑

い。報告時点 (発症約 1か月半後)で未回復、入院中。
4) 2歳 3か月男児  1回 ロポリオ服用後 44日 目、右足に体重をかける
と転ぶ、変な歩き方などに気付く。その後ρかまり立ち不可。右下腿

周囲径の低下。報告時点 (発症 4か月後)麻痺のため歩行不安定。基
礎疾患として脊髄空洞症。

7 BCGワ クチン (表 7-1～ 3参照 )

[各論]

報告された今期のBCGワ クチン接種後の副反応件数は92件 (基準外報告
11件を含む)であった。前期の件数 77件 と比較して件数はやや増力日した。
本事業の開始以来の報告件数は、累計で 1,518件 となった。性別では男 55
件、女 37件と明らかに男で多く、報告時の年齢別には0歳 79件 (85 9%)、
1歳以上 13件 (14.1%)であつた。副反応の種別では、腋嵩リンパ節腫脹
42件 (45.7%)が最も多く、次いで皮膚結核が21件 (22 8%)であ
つた。前年 2例だった骨炎は5例 と、やや増カロした。他に接種局所の膿瘍は7

例 (7 6%)、 腋富以外のリンパ節月期長が4件 (4 3%)あった。接種局所
のケロイドは皆無であった。全身性播種性BCG感染症は 1例あった。
腋嵩リンパ節腫脹例42件のうち、0歳児が37件、残り5件が 1歳児であ
つた。男児が27件と全体の64.3%を 占めており、いつものように性差が明
らかである。その発生時期は、接種後 8日 ～2カ月に25件 (59.5%)が 集
中しており、その後3カ月までに累計 33例 (78.6%)が 発生していた。 3
ケ月を経過した後に発生した者は9件 (21.4%)であつた。報告時点までに
「回復している」と答えた者が 10件 (経過の記載ある者の370%)、 「回
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復していない」と答えた者が 17件 (同 63:0%)で あった。経過中に入院し
た者が 2件あった。

皮膚結核の 21件は、全員が 0歳児で、性別に見ると男で 10件、女で 11
件みられた。発生時期は接種後 8日 ～ 2か月に 18件 (85 7%)が集中して
おり、それ以降に3件が発生していた。報告時点までに「回復している」が 9

件、「回復していない」が 5件であった。経過中入院したものが2件あった。
骨炎の 5件は 1歳で4件、3歳で 1件発生し、時期は 1件が「8日 ～ lヶ 月」、
4件が接種後「 6月 ～」であった。接種後 22か月後に発症した者も 1件ある:
4人が入院治療を受け (1名は予後無記入)、 報告時に「回復している」が 1
件、「回復 していない」が 2件であつた (2例は無記入)。 罹患部位は下肢 (膝
関節、大腿骨、胆骨など)4例、上腕骨 1例で、患部の月重大や運動制限などが
きつかけで発見されている。全員が切開、掻把等の措置を受け、膿や組織から

BCG(菌 )も しくは結核菌群を検出している。
全身播種性BcG感染と分類された 1例は生後 3ヶ 月で接種された男児で、
接種後 3ヶ月で左そけい部に難治性の潰瘍で発症 し、その後腋奮にも同様の潰

瘍が出現、検査で慢性肉芽腫症と診断された例である。細菌学的にBCGや 結
核菌群が証明されているわけではないが、抗結核薬による治療が行われている。

なお、今回報告された基準外事例のうち 2例は接種直後に顔色不良、頻脈、
呼吸促迫等をきたしたもので、一例はじんましんを伴つていた。いずれも急速

に回復 している。また 7例は接種直後に全身に発疹を発生したもので、これも

数時間内に消退している。

[ま とめ]

今期の報告事例は、リンパ節月期長が半数以上、残りの大半を皮膚結核が占め

るという、この数年来みられるのと同じ様相を示 していた。

リンパ節月重,長は上腕の局所に接種されたBCG(菌 )力 所`属 リンパ節である
腋嵩において増殖し、リンパ組織がこれに反応するという、いわば正常の宿主

反応が強調されて起こったものである。典型的なものは接種後 1～ 3カ月頃に

発生し (頻度は0,7%程度)、 多くは腫脹のみの単純性リンパ節炎で、数ヶ月
の経過でゅっくりと自然治癒する。ときに化膿して穿孔・排膿することもある

力ヽ これも化学療法は不要で、予後は良好である。腫月長するリンパ節の個数は、
多くは1個であるが、まれに複数個、またまれに腋鴛以外の部位 (胸壁、鎖骨
奮部など)に発生することもある。           |
皮膚結核様病変は、大半が「結核疹」様病変で、局所 。所属リンパ節で増殖

したBCG(菌 )成分がリンパや血行性に全身に播種されアレルギー的な反応
を起こしたものとされる。多くは接種後数週間で発症し、全身にさまざまなタ

イプの発疹が発生する。発熱を伴 うこともあるが、予後は良好である。抗結核

化学療法を不要とする専門家も多い。なおその他の皮膚病変として真性皮膚結

核様病変とよばれ、BCG(菌 )が接種局所からやや離れた部位の皮膚に転移
し、そこで増殖して特異的病変 (肉芽月重)を作るもの、さらに接租局所周辺皮
膚のループス様反応もある。これらには抗結核斉」による(ヒ学療法が勧められる

が、いずれも予後は良好である。

上記の 2者に比して頻度ははるかに低いものの、より重症な反応である骨炎

(骨膜炎、骨髄炎、関節炎を含む)は、今回見られたように接種後 1年前後と
かなり時間が経過してから発見されるものが多い。抗結核斉1に よる化学療法の

適応であり、多くの例の外科的治療 (リト膿や掻把)が行われる。予後は良好で

あるが、ときに骨の成長障害などが懸念されることもある。先天的免疫異常が

関与する例もあると言われるが、今回の報告例については明らかではなかった。

8 インフルエンザワクチン (表 8-1～ 3参照)
平成 22年度の症例は新型インフルエンザとして別枠となっており、本報告は
それ以前の症例である。平成 23年 3月 31日 までに厚生労働省に報告された、
インフルエンザワクチン接種後に見られた健康異常は、7症例 (男 3例、女 4例 )

であつた。報告事例の性別、年齢構成は第 8-2表に示す通りであり、検討対象
はすべて60歳以上、そのうちの 3例は 75歳以上の後期高齢者であった。
表 8-1に示すように、発熱 2例、発疹 2例、血圧低下と肝腎障害の死亡例 1
例、その他の死亡例 1例であった。

ワクチン接種後、発症までの日数は 8-1表に示す通り、24時間以内が 2
例、 1～ 3日 3例、4日 1例であつた。
死亡例の第 1例は、平成 17年の例で、88歳男性。インフルエンザワクチ

ン接種後 2時間 20分後熱感出現、9時間後に嘔吐。翌日高度の全身俗怠感。一
ヶ月後肝機能・腎機能悪化、38日 目に死亡。アナフィラキシーの可能性を除外
できない。第 2例は、94歳男性の例で、肺炎で入院治療の途中、インフルエン
ザフクチンを接種 4日 目に死亡しているが、詳細は報告されていない。

まとめ

検討対象は高齢者で、約半数は後期高齢者であり、種々の疾患を発症し死亡に

至ることも少なくない宿主である。この報告書のはじめに述べられているように、

ワクチン接種後に見られたこれらの症状は、予防接種との関i41性が考えられない

偶発事象なども含まれている可能性がある。
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患  者

(被接種者)

氏名 1生男」 1男  2女 年齢
歳   力月 :

(平成  年 ´月  日生)
護
」

　

名

保

者

氏

電話番号 ( )

住 所 :

道

県

都
′府

区市

町村

報 告 者

lfF成者)

氏 名

(名  称)

(署名又は記名押印)

陵種者 2主治医 3保護者 4そ の他(  l     11   )

住 所

接種の状況

接  種  日 平成   年   月   日   午前 ・ 午後   時   分
対 象 疾 病 1接種期 回 (1期初回等)

ン

類
チ
穫

クワ

の

製造所名|:     
‐
  |ロ ット番号

ワクテン名|    :     1接 種方 法

機種前の体温 度 分

家  族  歴 1出 生 体 重|    ・ グラム

蒲撃雛患I墓ギ崩以スのちjチ塩や1彗曇 :ll働

応

要

反

概

副

の

発  生  日 平成 年 月   日  午前・午後  時  分
概要 (症状・徴候・臨床経過・診断 :検査).

他の疾患の可能性の有無              :   i
l有 (   :                         、  )
を無
:  
、      |  |

il菫
塵メ糀 讐ち)  ● :: | ―

)

3 入院 (病院名                  月: 日ズ院/  月 1日退噂
4 後遺症    :                ｀

.5 その他(                                )
※回復状況 1 回復している  1  2 未回復       3'不 明
報 告 回 数 1 第 1報        2 第 2報   、   3 第3報以後

一
“
一̈一

予防接種後副反応報告書
市町村長 殿

市町村記入欄

受付日 ' 平 成  年    月   日 受理 印

の報告書| 予防椿干重彿、別表の予防棲瞳後副反応報告書報告基準に該当する者を診断した場合に、必要事項を
記載の上、直ちにその者の居住地を管轄する市町村長に提出すること。ただし、※欄については1経過観察後の報告

」量ξЪ曇嘉す]な露i漂きさはA列 4碁こ∴Lと。| | |      !
こ
1幸
長
1讐
I:ミ 享『 Mil誰 嵐勇搬 卓謗基種の安全性の糖11由的としてi(ま事。

こ
?こ
と資理鐸の上l本報告書が市町村、都道府県及び厚

=労
働賞に報告されることに同意します。

インクルエィザ予防接種後富」反応報告書

浴霜黒 」蟹醍軍読『導籠翼」風3灘ミ設「轄す
'1町

ず
に
:り Iる
:と
ただぃ

《記載上の注意》1 用紙の大ききはA列14番にすること。
2 算用数字は、該当するものを○で囲むこと。

この報告書は、予堕接種後の副反応の発生状況を把握し、予防接種の安全性の確保を目的としています。
このことを理解の上、本報告書が市螺 、都道府県及び厚生労働省に報告されることに同意します。

被接種者自署

■00=

一
・一一７・一一

市町村長 殿

者患

(被接種者)

氏名|| | |:曇 lf言 嚇
‐大正・卿  年  月  日

(満   歳)

1手 |  ,馨貰  辱暮 電話番号 |( )  =

報  告  者
長名ポli髭ぎ覗鰹譜 号紋 丁ち花丁ニーーT,
住 所li■ 諄醤 層再

接種の状況

接 種  日 平成   年   月   日  午前・午後   時   分
ワ ク チ ン
の 種  類

製造所名 ロッ ト番号

接種部位 接 種 方 法

接種前の体温 分度

]繁ラ形阜里F曇礎裏患.最近iグ月以吾のフクリン覆名や嘉費等) | :奮 ;
インフル■ンザ予防接種の今までの接種回数  1 0回 :1回 2回・3回以上

副 反 応
の 概 要

発 生 時 刻 平成   年   月   日 午前 年後   時   分

他の疾患の可能性の有無
1有

り無

※  予  後

1 死亡 剖検所見 (                          )
2 重篤 (死亡の危険あり)
3 入院 鮨院名           月  日入院/  月  日  退院)
4 後断                                    i
5 その他 (                       :  .  )

※ 回 復 状 況 1 回復している    2 未回復         3 不明

報 告 回 数 1 第1報      12 第 2報         3 第3報以後
欄

受 付 日 平成 午 月 受 理 印

匈―

保護者自署



予防榛蕉後扇J反応芋侵告書

i報
告基準

予「A~接種 臨 床 症 状 接種後鵬 生までの時間

ジフテリア

百日せき

出場嵐

日本脳炎

①アナフィラキシ4   _      T
②月尚炎、脳症 :

③その他の中枢神経症状 :      ■
④上記症状に伴う後遡こ   |
⑤局所の異輛劃長朝寸を越える)    ‐

'

⑥全身の発疹又は890℃以上の発熱
⑦そめ他通常の接種ではみられない異常反応

24時間
7日

7日

*

7日

2日

本

麻しん

凰しん

①アナフィラキシ=       ~戸
=

②脳炎、脳症   、     ヽ1
③ そあ他けぃれ腸 合む1枢神経症状
④キ記症状に伴う後遺症   ｀:

ではみられなし嗅鷲琳

24時間
21日

21日

*
,*

ポリオ ① 急性灰白髄炎 備コ i:  ~~=~
免疫不全のない者       r
免疫不全あある者 _      :
ワクチン月剛調者との接触者  .

② 上記痺状に伴う後遺症  :    |
③ その他通常め接種ではみられない異常反応

14暮

*

35日

*

*

BCG ① 腋省リンパ節腫脹 (直径 lch以上) T
② 接種局所の膿瘍      :
③ 骨炎:骨髄炎      . :
④ 皮膚結核 線清等)     '
⑤ 全身播種性BCd感染症  1  ・ :

⑥その他通常の接糧ではみられない異常反応

2.ヵ 月

1カ 月

6ヵ 月

6ヵ 月

6ヵ 月

*
注1 表に定めぅ、ののほ力lヾ 予防接樺後1状況が茨に該当すると半断されるものは報告すぎ

=と
。

①.死亡したもの            '        「

インフルエンザ予防接種後副反応報告書

報告基準

接種鶴 生までの時間

24日寺間

7日

7日

:ト

7日

2日

*

表に牢めるも
ののほかく予防接種後の状況が次にシ当すoと判断される、のは報告すること。

死亡したもの  .

臨床症本の重篤な、の         i          j     :
後遺症を残す可能性のあるもの             .        ・

江2 接種から症状の発年までの時間を特定しない墳百 (*)にっぃその考え芳
① 後遺牢は、急性期に呈した症林に係るも?を事味してぉりk数ヶ月後から数年後に初めて症
状が現れたものは含まれないこと。                        i
l② その他通常あ接種ではみられない異常反応は:予防接種と医率的に関連があるか、又は日キ商
的に密接な関逼雪があると判断されるものであること。          _

lb 未基準は予防簑葬管響
二
[R症どな層1:看ぇ雫

告基準
|ャ
リIT申
||キ
の
写
暴
胃
係1予

江
①
・②
③

①アナフィラキシー r 、

②脳炎、脳症   .    =
③ その他の申オロ神経症状

④ 上記症状に伴う後遺症   .
⑤ 局所の異常月期長 Q寸を越える)

⑥ 全身の発疹又は 39_0℃以上の発熱

その他通常の接種ではみられない異常反応
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第2-1表
D P ToD PT 日数別

71

局所の異常 1重冊 Л寸を減える) 9

亦 llI眼等 , 421     1
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第2-2表
DPT・ DPT 年齢別 (男女別)

lB全 身薫麻疹
Л歯炎、Л当症

第2-3表
DPT・ DPT 予後別 (回復している。回復していない別)

身孝麻疹

4歳

1運 動障害
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第3-1表
麻 し ん 第3-2表

麻 し 年齢別 (男女別)

その他の神経障害
その rlhの里 営 庁麻

1渾動障害

脳炎 脳症

,その伸の異常反応
6A発疹
6B局所反応 (発赤1里月長等 )
6Cその他
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死亡

第3-3表
麻 し ん

第4-1表
風 し ん 日数別

予後別 (回復している・回復していない別)
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第4-2表
風 し 年齢別(男女別)

第 4-3表
風 し ん

総   数
予後別 (回復している・回復していない別 )
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第9-1表
M R          日数別 第9-2表

M R         年齢別 (男女別)
総  数

Л菌炎、1を症 lB全 身葦麻疹
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第 9-3表
Tν〔 R

総  数

第5-1表
日 本 脳 炎 日数別

予後別 (回復している・回復していない別 )

けいれん

339℃ 以上の発熱 5

loB全 身反麻 鶴 熱筆 )
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第5-2表
日 本 脳 年齢別 (男女別)

第5-3表
日 本 脳 炎

総  数
予後別 (回復 している 。回復 していない別)

数 0蔵 1高箋 2歳 3歳 4歳 5～ 9,

lB全 身 専 麻疹
脳☆、刀山肛

5そのlLの神経障害

39t以 上 の発 熙1
その他 の異 常反応

1 〕

総  数 lヨ )

2 Л首2え、月首秀二

その他の異常反応

男
総 致

4運 動障 害

その他の異常反応
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第6-1表
ポ リオ 曰数別 第6-2表

ポ リ オ 年齢別 (男女別)
24H以フ 1～ 3日 4～ 7日 8～ 14日 15～ 28日

lB争 層 不 全 のある者
lCワクチン服用者ルの格触
2その他の製常反応

全身 反 落 ,

lA のなし

2その他の異常反応
基 準 外 報 告 (全身 反 応リ l

-30--29-



第6-3表
第7-1表
BCG

ポ リ オ 予後別 (回復している。回復していない別 )

回復していない
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第7-2表 第7-3表
年齢別 (男女別 ) B C 予後別 (回復している。回復していない別 )
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第8-1表
インフルエンザ 第8-2表

インフルエンザ
総 数

年齢別 (男女別)

lAアナフィラキシー

月画多ヽ 、月ロカこ

の率 疹

OA局 所 反応 (発 等 )

10Cその他 〕

平成 23年 3月 31日 の数字である。

75～ 79歳180～ 84歳 85～ S

晨口時性 全 身反応

lM炎 Лヽ必症

そのflllの神経障害

339℃以上の発熱

局所 反

露11

10Cその他 ]

平成23年 3月 31日 の数字である。
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第 8-3表
インフルエンザ 予後別 (回復している・回復していない別)

集 計 報 告 書 累 計

(平成 6年 10月 1日 ～平成23年 3月 31日 )

総    数

lAアナフィラキシー

月菌症

5そ の他の神経障害
ヽ 局所の星営 1看‖

=(肝
か誠夕る)

'その他の異宣庭応

10A局 所 反応

インフルエンザは平成13年 11月 7日 より予防接種法の対象疾病になったため、平成13年 11月 7日 ～
平成23年 3月 31日の数字である。
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第2-1表
DPT・ DPT 日数別

15-28日

けいれん

7全身の孝疹

一
）

一

言口0

ヘ

凶 [ ]
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〓
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口
【
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■
ヽ
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ヽ
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゛
ヽ
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【
呵
０
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■
０
ヽ
ド
せ
，
回
Ｅ
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第2-2表
DPT'D 年齢別 (男女別)PT

第2-3表
DPT・ DPT 予後別 (回復している・回復していない別)

その他の神経障害
局所の異常植脹(1+″戯,a

の他 の異常反応

のイ也

1虜モ

10基準外報告 31

等 )

10Cその41h 1

脳炎、1図症 |

けいれん

191  1: 4

10Cその他 7 4 4 1   2
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第4-1表
° 風 し ん      日数別 第4-2表

風 しん        年齢別(男女別)

6B

-43- -44-



第4-3表
風 し ん 予後別 (回復している・回復していない別)

第3-1表
麻 し ん 日数 別

-45- -46-



第3-2表
麻 し 年齢別 (男女別)

第3-3表
麻 し ん 予後別 (回復している。回復していない別)

死 亡 薇無 入院 イ(i騰 ,i 記 入 11

6Cその他

7Bその他

うその他の異常反応

-47- -48-



第9-1表
M R 日数別 第9-2表

′ゝl R 年齢別 (男女別)

■lE動障害

女

,その11の神経IIn

-49- -50…



第 9-3表
M  R 予後別 (回復している・回復 していない別 )

第5-1表
日 本 日数別

11

7

4運 動障害

,局 PJTの異 常 llEll■ 0■を越える, 1

7全 身の発疹
39℃以上の発熱

10Cその他

-51- -52-



第5-2表
日 本 脳 炎

総  数
年齢別 (男女別)

脳炎 、脳症

1 261      1( l

5その他の

Dそのイlllの異常反応

10Cそ の他 1 1

第5-3表
日 本 脳 炎

総  数
予後別 (回復している・回復していない別)

2

5その他の 1

その他の異常反応 〔

10Cその他 6 1〔 l

貝P時性全身反応

局所 の異 常 li脹 (月十を越える)

女

疹

39℃以上の発熱

1(

-53- -54-



第6-1表
ポ リ オ 日数別

1-3

日価炎

IA魚 疼 不 今 のなし 3

B魚層不令のある
lC ワクチン服用| との 1 1

1

1 l

第6-2表
ポ リオ

総 数
年齢別 (男女別)

4蔵 5～ 9歳 10～ 15芳

総    数 t 2 2 2

l

3

免疫不 全のある者

lCワクチン服用者とo量型童 l

3果準外報告 (全身反応 )

1易& 2境王 3

総    数 4

lB覺 層 不

い
l

1〔

-55… -56-



第 6-3表
予後別 (回復している。回復していない別 )

-57- -58-



第7-2表
B C G 年齢別 (男 女別 )

第7-3表
予後別 (回復している 回復していない別 )

-59- -60-



第8-1表
インフルエンザ

インフルエンザ 年齢別 (男女別)

稚 叡

総    敏 一４

即時性 全 身反応 1

lB全 身 葦 麻

その他の神経障害
〕局所の異常Л童lE(肘を識夕る)

嚇 (

その他 1

-61… -62-



第8-3表
(回復している 。回復していない別 )

していない

いると回復 し

単護%窯 鷲 ∬ 職 毀 。

7日 よ呼 防接種法の対嫉 病になったため、戦 13年 11月 7日 ～

-63-




